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ダルシャナムは、過去１６年に渡って音楽とアーユルヴェーダを通じて、日印友好を広げてきたボランティア団体です。毎年先駆的な様々な新しい企画を催してきました。２００７年は日印文化交流年として、私たちは多くの日本人の音楽家を応援しました。有名なインド人音楽家に教えを受けた日本人音楽家が数多くいますが、あまり知られていません。それ故に、彼らとのコラボレーションで、この日印文化交流年を彩ることにしました。


ダルシャナムが企画したイベントは３５に及びました。大きなコンサートが６回、各ワークショップが計８回、音楽療法のグループセッションが１６回、アーユルヴェーダコンサルテーション（１週間）、アーユルヴェーダ講義が３回、クッキングクラスが１回です。これらの国際的活動は、全て日本人のボランティアスタッフによって、企画運営され、インド文化に触れる機会に溢れた年となりました。





　　　














８月までの活動は、


●音楽


コンサート　５回


・シタールとサントゥール


・シタールとガザル


・シタールとバンスリー


・シタールとカタック


・シタールとインド伝統音楽とバラタナティアム


今まで日本のインド伝統音楽コンサートでは、楽器の演奏と、ダンスと、歌がそれぞれに演じられてきたかと思います。本来、この3つが相伴って演奏されて、一つの音楽の世界を表現します。シタールと他のインド楽器とのコラボレーションの他に、音楽とダンスが一つになったコンサートも企画いたしました。


音楽療法のグループセッション　１０回


定期的に開催しているため、参加者の交流も深まり、温かい雰囲気の中で行われています。深くリラックスし、緊張感が和らぐ、自分の心身の状態がより深く理解できる、等の体験談が寄せられています。


インド音楽の楽器のワークショップ　１６回


ヴェーディック・マントラ・チャンテイング　３回


難しいと言われるサンスクリット語の正しい発音を学べるいい機会となりました。


グループソングのワークショップ　４回


●アーユルヴェーダ


コンサルテーション（１週間）３月と６月


アーユルヴェーダ婦人科専門医による日常生活に有用なカウンセリング　６月～７月


●その他


インド人主婦から学ぶインドの家庭料理教室
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ダルシャナム　ニュースレター





ダルシャナムとコンテンポラリー・ナティヤム・カンパニー主催のコンサートを、7月6日（日）13：30-18：50　品川区立中小企業センター　３階レクリエーションホールにて催しました。　日印両国の子供達から年配の方まで、約２００名の幅広い観客でコンサート会場は埋め尽くされました。


7月はインドの暦では「グルを讃える月」です。グルとはいかに生きるか教え導く偉大なる師を指します。ダルシャナムは、コンテンポラリー・ナティアムと共に、今年のグルを讃える日、7月17日を目前に控えたこの日、グルを讃える美しい演奏とダンスを披露いたしました。パンディット　チャンドラカントが作曲し自ら歌う曲に、野火杏子が添える素晴らしいコリオグラフィがなされました。














ヴォーカルの井上貴子さん、ムリダンガム、荒井俊也さんと、モルシンの竹原幸一さんの息の合った、「シータンマ・マーヤンマ」と「ヴァンデー・グルヴァラ」の2曲が披露されました。この曲は深いインド哲学を含み、素晴らしい音楽の世界を表現していました。
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インド伝統音楽とダンスの共演　「グル パランパラ」　コンサート








カルナータカ （南インドの歌）








子供達のバラタナティアム（インド古典舞踊）











シタールの音色は美しく、荘厳で、聴衆を歓喜の世界へと誘いました。











この財団は、インド伝統医学を始めとして、インドの伝統芸術および文化を普及させるための団体です。その活動は文化的伝統的な宝と言えるアーユルヴェーダ、ヨーガ、インド古典音楽、インド哲学などの恩恵を世界へもたらすことにあります。





財団が取り組んでいる、


主要なプロジェクは、


①アーユルヴェーダ・ホスピタル＆リサーチセンター


②アーユルヴェーダカレッジ


③パンチャカルマ・センター


④ハーブ剤薬局


⑤インド伝統音楽部門


⑥ヨーガセンター　です。


財団の土地には、サダナンダ・サラデシュムク医学博士が所長を務めるアーユルヴェーダ・ホスピタル＆リサーチセンターをはじめ、アーユルヴェーダ・カレッジや薬用ハーブ園、ファーマシー、パンチャカルマ・ホスピタルなどが建設されています。アーユルヴェーダ・ホスピタル＆リサーチセンターが行っている研究は、


癌研究プロジェクト


パンチャカルマ・プロジェクト


関節炎プロジェクト


 母子福祉プロジェクト


 不妊治療プロジェクト


 骨折及び後遺症プロジェクト


 エイズ・プロジェクトです。











バラティア　サンスクリティ　ダルシャン　財団は特別な品質の薬草を、それぞれ区画ごとに植え、発育しています。その品種は２００種以上に及び、２２エーカーにわたる土地に植えられています。


栽培用の薬草は苗床で育てられ、苗木になると薬用の庭に植えられ、育てられます。


ここでは化学肥料を使わず、純粋で優れた品質のハーブの栽培を行っています。


これらの研究と開発に携わることにより、財団のアーユルヴェーダ・カレッジの卒業生や在学中の学生のカリキュラムとしても大変役立っています。


ここで発育された薬草は同じ敷地内にあるアーユルヴェーダ薬局に運ばれ、そこで、調剤されています。


また、ここのパンチャカルマ施設で、アーユルヴェーダの治療を受ける患者さんのために、野菜と果物の栽培も行われています。











した振付で踊りました。バックの演奏はパンディットによるハーモニウムと、荒井さんのムリダンガムでした。このコンサートのテーマ『グル　パランパラ　偉大なる師に学ぶ伝統　師を尊び敬う』を表した、画期的な試みとなりました。
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薬草園から








インド　　　バラティア・サンスクリティ・ダルシャン財団
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パンチャカルマ宿泊施設（写真上から２段目と最下段）の隣では、薬草が栽培され、アーユルヴェーダ薬局に配給されています。
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このコンサートは、インド人の子供達のバラタナティアムから始まりました。その踊る姿の愛らしさには、誰もが魅了されました。

















インド人の子供たちによりインド伝統のダンスが披露されました。





財団の創立者　サラデシュムク・


マハラジが眠る霊廟。ここから全ての人に、健康と幸せが広がっていきますようにと、願って作られました。
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左から、タブラのディネッショ・チャンドラ・ディヨンディさん。シタールのパンディット・チャンドラカント・サラデシュムク。











パンディット チャンドラカント･サラデシュムクのシュローカの吟唱と野火杏子さんの踊り


このコンサートのハイライトとして、グルを讃える3つのサンスクリット語のシュローカ（マントラ）をパンディットが作曲して自ら歌い、野火杏子さんが創作
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この秋にお届けする２つのコンサート情報





ボランティアを募集しています！


～～私たちと一緒に参加してみませんか～～





ダルシャナムとは








http://www.darshanam.org/japan/indexjp.asp








〒141-0033


東京都品川区西品川


3-18-11-102





TEL:


03-5436-2388


Fax:


03-5436-2439























代表：


プージャ・サラデシュムク


E-Mail:


Pooja177@yahoo.com


 


企画のお申し込み先：


Darshanam777@docomo.ne.jp








ダルシャナムＯ.Ｒ.Ｇ


事務局











ダルシャナムとはサンスクリット語で見る、あるいは、体験するという意味で、それは単に目に見えるものを見るだけでなく、何か深遠なものや隠されたものを、深いレベルで洞察することを意味します。私達は代々受け継がれてきたインドの素晴らしい科学、芸術などを皆様にご紹介したいと思っています。インドの伝統や文化を通じて多くの日本人が健康で、幸福になり、自分の人生を十分に開花させてほしいと願っています。








ダルシャナムではインド伝統文化を日本の皆様に知っていただくための、さまざまな活動をしています。�











天上界のメロディーを伝える


シタール＆サロード


コラボレーション








日時：10 月 26 日(日)  


開場：16：00開演 ：16：30


場所：  ヨガ  ウィズ  シッツ


定員 50 名


都営浅草線高輪台駅徒歩 ５ 分


チケット代：　 大人 ¥3,000


子供 ¥1,500





出演：


シタール：　Pt.チャンドラカント･


サラデシュムク 


サロード ：　関口祐一


タブラ	　　：  ディネッシュ・チャンドラ・


ディヨンディ





午前のラーガは宇宙の


静寂のことわりを奏でる


シタール＆タブラ








日時：11 月 1５(土) 


開演: 1１：００


場所 ：大田区　大田幸陽会会館


入場料無料


出演：


シタール ： Pt.チャンドラカント・


サラデシュムク 


タブラ ： ディネッシュ・チャンドラ・ディヨンディ





知的障害者授産施設（通所）社会福祉法人大田幸陽会のぞみ園 で１０：００～１５：００　第11回　いつつのわ幸陽祭が開かれ、たのしい催し物がたくさんありす。


・インド伝統音楽コンサート・提供品販売・物産品販売・模擬店・利用者自主生産品販売(スワロフスキーアクセサリー)・保護者製作品販売・フランクフルト販売等





グループ・ミュージック・


セッション





８月３０日（土）　　


９月  ６日（土）　


ＡＭ　９：５０～12：00　





品川中小企業センター　３階和室


体験料：７，０００円

















編集後記


６月に初めて来日されたＤｒ．スダ・アクジュカールのデイリーケアのアドバイスを実行して、体調がかなり改善されました。食べる量や食べる物、時間帯など、具体的にアドバイスをしていただき、それが一人一人違っていて、アーユルヴェーダの深さを改めて知ることになりました。





第１１回　国際交流パーティ


９月７日（日）　　１９：００－２１：００


インドレストラン「アヒリア」


「大崎」駅徒歩１分　　参加費：３，０００円


ディネッシュ・チャンドラ・ディヨンディさん（タブラ奏者）と、関口祐一さん（サロード奏者）をお招きして、インド音楽の事や、インド文化の事などを、お食事をしながら、伺います。





パンディット ・チャンドラカント･サラデシュムクよるインド古典音楽
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ラーガは夕方のラーガ　「ヤーマン」で、ターラ（リズム）はルパックタール（7拍子）とティンタール（16拍子）でした。シタールの演奏は、始めから美しい音色で、聴衆はたちまちのうちに魅了されました。タブラが加わり、シタールと息のあった演奏が始まり、始めはゆっくりと、そして次第にリズムが早くなり、最後はとても早いリズムで、素晴らしい音楽の世界を堪能いたしました。








コンテンポラリー・ナティヤム・カンパニーによるバラタナティアム


先ほどカルナータカを歌った井上貴子さんと野火杏子さんのバックコーラスに合わせ、バラタナティアムの踊りが繰り広げられました。次から次へと繰り出される音楽と踊りのパフォーマンス。インド文化を堪能した大変素晴らしい時間でした。
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